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2026 年度法政大学大学院デザイン工学研究科入学試験（7 月） 問題・解答用紙 

試 験 科 目      専  攻 参照 電卓 受 験 番 号 

水 工 学 
（１枚目／２枚中） 

都市環境 
デザイン工学専攻 

可 
・ 

不可

可 
・ 
不可

  

氏  名 

                             ※参照可の場合（                ） 

問題１ 右図のような円管路を流量 350 ( )l sQ の水が流れるとき，以下の問いに答えよ．ただし，水の

密度を
3998 (kg m )  ，重力加速度を

29.81 (m s )g  とする． 

(1) 断面Ⅰ，Ⅱの管径を 1 30 (cm)D  ， 2 60 (cm)D  とするとき，断面

Ⅰ，Ⅱの流速 21 , vv をそれぞれ求めよ． 

(2) 基準面からの高さを 1 2 (m)z  ， 2 6.5 (m)z  ，断面Ⅰの圧力水頭を

1 7.0 (m)p g  とするとき，断面Ⅱの圧力 2p を求めよ． 

［解答］ 

(1) 1 4.954 (m s)v  ， 2 1.238 (m s)v   

(2) 2 35.96 (kPa)p   

［出題意図］ 

本問は連続式・ベルヌーイの定理など水の流れに関する基礎的事項の理解を問うものである． 

 

問題２ 管水路および開水路の流れに関する以下の記述について，空欄に入る適切な語句を答えなさい． 

 ピエゾ水頭の値を連ねることで流れのエネルギー状態を表したものを（ １ ）線という． 
 水路床を基準として見たときの，開水路の流れのもつエネルギーを（ ２ ）と呼ぶ． 
 （ ２ ）が一定のとき，開水路の流れが取り得る２つの水深の組を（ ３ ）と呼ぶ． 
 （ ２ ）が一定のもとで開水路流れの流量が最大になるときの水深を（ ４ ）という． 
 （ ５ ）とは重力と摩擦力がつり合うことで流れ方向に水深が変化しない流れである． 
 各点の流速ベクトルを接線とし，流体中の流れの様子を表す曲線を（ ６ ）と呼ぶ． 
 エネルギー損失を伴って開水路の水面形が不連続に変化する現象を（ ７ ）という． 
 （ ７ ）が発生した際に，発生地点前後の２つ水深の組は（ ８ ）の関係にある． 
 （ ７ ）の発生地点より上流側の状態で，流速が大きく浅い流れを（ ９ ）という． 
 レイノルズ数の値が小さく，流体粒子が規則正しく流れる状態を（ １０ ）という． 

［解答］ 

(1)（           ） (2)（           ） (3)（           ） 

(4)（           ） (5)（           ） (6)（           ） 

(7)（           ） (8)（           ） (9)（           ） 

(10)（           ） 

［出題意図］ 

本問は管水路および開水路の流れに関する基礎的事項の理解を問うものである． 

 

比エネルギー 動水勾配 交代水深 

等流 限界水深 流線 

跳水 共役水深 射流 

層流 



2026 年度法政大学大学院デザイン工学研究科入学試験（7 月） 問題・解答用紙 
試 験 科 目      専  攻 参照 電卓 受 験 番 号 

水 工 学 
（２枚目／２枚中） 

都市環境 
デザイン工学専攻 

可 
・ 

不可

可 
・ 
不可

  

氏  名 

                             ※参照可の場合（                ） 

問題３ 右図に示す幅 5 (m)B  ，高さ 6 (m)D  の半円弧状のゲート（半径 3 (m)r  ）に作用する全水圧

Pについて考える．ゲートの「左側」に水深 6 (m)H  で水が停滞している場合について，次の問いに答

えよ．ただし，水の密度は
3995 (kg m )  ，重力加速度は

29.8 (m s )g  ， 3.14  とし，座標 ,x zを

図のように定めるものとする． 

(1) 全水圧Pの水平成分 hP とその作用点の z座標 hz を求めよ． 

(2) 全水圧Pの鉛直成分 vP とその作用点の x座標 vx を求めよ． 

(3) 全水圧Pの大きさとその作用点の水深 ch を求めよ． 

［解答］ 

(1) 877.6 (kN)hP  ， 2 (m)hz   

(2) 688.9 (kN)vP  ， 1.274 (m)vx   

(3) 1116 (kN)P  ， 4.852 (m)ch   

［出題意図］ 

本問は静水力学（全水圧の大きさとその作用点）に関する基礎的事項の理解を問うものである． 

 

 



 

2026 年度法政大学大学院デザイン工学研究科入学試験（7 月） 問題・解答用紙 
試 験 科 目      専  攻 参照 電卓 受 験 番 号 

 
地盤工学 

 
（１枚目／３枚中） 

 
 
都市環境デザイン工学専攻 

可 
・ 
不可 

可 
・ 
不可 

     

氏  名 
 

                             ※参照可の場合（                ） 
 

【問題１】飽和土の密度を，土粒子の比重，水の密度，間隙比で表す式を導きなさい．ただし，用い

る土の物理量の定義も示し，途中式を省略しないこと． 
 
【問題２】下記の問いに答えなさい．ただし，式，単位を明記し，SI 単位系を使用すること．ただ

し，圧密に関する次の 2 式を利用すること． 
2 2

10 10 2
0 1 0 1

0 1 2

log log ,
1 1 '

,
'

C s v
v

C s

v

p pC H C H c tS S T
e p e p H
C C H

e P P c
t H

  
 

，

ここに， は圧縮指数， は膨潤指数， は圧密層厚，

は初期間隙比， は圧密前後の有効鉛直応力， は

圧密係数， は圧密時間， は排水距離を意味する．

                     

 
① 表 層 に 湿 潤 密 度

t1.70t/m3，高さ 3.00m の

盛土を一様に行ったとき

の最終圧密沈下量を求め

なさい．ただし，盛土を行

ったことによる地下水位

の変化はないものとする． 
 
②圧密度が 80%に達する

までの年数を答えなさい．

ただし， cv=80.0cm2/day
である． 
 
③圧密時間を短縮する方法を示しなさい． 
 
【問題３】下図のフローネットにおいて，異なる等ポテンシャル間の損失水頭，流線間の流量が等し

い理由を式を用いて示せ．ただし，透水係数は場所，方向に限らず一定値を採るものとする． 

k透水係数：

時間係数Tv

圧
密
度
U
(%
)

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

0

20

40

60

80

100

正規圧密粘土層

G.L.

砂質土層
-5.00m

-10.00m

-30.00m

-40.00m

砂礫土層

0

3 3

1.00
1.70 / , 1.80 /t sat

e
t m t m 



 

0

3

2.50
1.45 /
0.700, 0.100

sat

c s

e
t m

C C





 

0

3

0.80
1.90 /sat

e
t m







2026 年度法政大学大学院デザイン工学研究科入学試験（7 月） 問題・解答用紙 
試 験 科 目      専  攻 参照 電卓 受 験 番 号 

 
地盤工学 

 
（２枚目／３枚中） 

 
 
都市環境デザイン工学専攻 

可 
・ 
不可 

可 
・ 
不可 

     

氏  名 
 

                             ※参照可の場合（                ） 
 

【問題１】 
飽和土の密度，土粒子の比重，水の密度，間隙比をそれぞれ，sat，Gs，w，e，飽和土の質量，体

積を M，V，土粒子及び間隙，水の体積を Vs，Vv，Vw，土粒子の質量，密度，水の質量を Ms，s，
Mw とすると， 
飽和土の密度は下式のように導ける． 

(1 / ) (1 )

1

s s w w w s w vs w
sat

s v s v s

w

V V Gs V VM M M
V V V V V V Vs e
Gs e

e

   



    
  




 

 
【問題２】 
①盛土載荷前の正規圧密粘土層の中間 G.L.-20.00m における全応力，間隙水圧，有効応力は次のよ

うに求めることができる． 
2

0

2
0

2
0 0 0

(1.70 5.00 1.80 5.00 1.45 10.00) 9.81 313.92( / )
(1.00 15.00) 9.81 147.15( / )

' 166.77( / )

v

v v

kN m
u kN m

u kN m



 

       

   

  

 

つぎに，盛土載荷後の全応力，間隙水圧，有効応力は， 
2

1

2
1

2
1 1 1

313.92 1.70 3.00 9.81 363.95( / )
147.15( / )

' 216.80( / )

v

v v

kN m
u kN m

u kN m



 

    



  

 

より，最終圧密沈下量は， 
2

10 10
0 1

0.700 20.00 216.80log log 0.456 0.46( )
1 1 2.50 166.77
C pC HS m
e p

   
 

 

となる． 
 
②圧密度が 80%の時間係数 Tv は，与えられた図より 0.57 となり，両面排水のため，排水距離

H'=10.00m は圧密度 80%に達するまでの年数は， 
2 2' 0.57 1000 7125( ) 19.5 20( )

80.0
v

v

T Ht day year
c

      

 
③プレロードで載荷重を増やし，バーティカルドレーンで排水距離を短縮する． 
 
 

 

出題意図：地盤工学における基礎的な専門用語の理解確認

出題意図：地盤中の土および水の応力状態，圧密に関する基礎的理解確認
実際の圧密対策方法の原理についての理解の確認



2026 年度法政大学大学院デザイン工学研究科入学試験（7 月） 問題・解答用紙 
試 験 科 目      専  攻 参照 電卓 受 験 番 号 

 
地盤工学 

 
（２枚目／３枚中） 

 
 
都市環境デザイン工学専攻 

可 
・ 
不可 

可 
・ 
不可 

     

氏  名 
 

                             ※参照可の場合（                ） 
 

 
【問題３】 
フローネットの領域 A，B における流速 v，流量 q は，それぞれ 

1 1
1 1

2 2
2 2

,

' ', '

A A A A

B B B B

h hv ki k q v d k d k h
d d
h hv ki k q v d k d k h
d d

      

      
 

領域 B と領域 A は同一の流線内にあることから，２つの流量は等しい． 
そのため， 'h h   となり，異なる等ポテンシャル線間で損失水頭は等しいことが分かる． 
 
一方，領域 C における流量は， 

3 3
3 3
,C C C C
h hv ki k q v d k d k h
d d
      

 
より， C Aq q となり，異なる流線間を流れる流量も等しいことが確かめられる． 
 
 

 

出題意図：土中の水の流れに関して，計算手法の元となる理論の理解確認



 

2026 年度法政大学大学院デザイン工学研究科入学試験（7 月） 問題用紙 

試 験 科 目      専  攻 参照 電卓 受 験 番 号 

建設材料学 

 

 

（ 1 枚目／ 2 枚中） 

デザイン工学研究科 

都市環境デザイン工学専攻 

 修士課程 

     総合２年コ－ス 

 

可 

・ 

不可 

 

可 

・ 

不可 

     

氏  名 

 

                             ※参照可の場合（                ） 

 

                         

【問題 1】 

下図は，鉄筋コンクリート梁の曲げ載荷試験における荷重－たわみ（P-δ）曲線を示したものであ

る。以下の各設問に答えなさい。 

 

P P

P





0

D

E

A

たわみ

B

C

F
荷
重

 
 

(1) Ａの時点で梁はどのような状態になったのか。 

(2) Ｂのような状態（破壊）になるのはどのような場合か。 

(3) Ｃの領域では，梁がどのような状態になっている時か。 

(4) Ｄのような状態（破壊）になるのはどのような場合か。 

(5) Ｅの時点で梁はどのような状態になったのか。 

(6) Ｆのような状態（破壊）になるのはどのような場合か。 

 

【問題 2】 

 コンクリートの断面積が 30000mm2，軸方向鉄筋の断面積が 2000mm2の鉄筋コンクリート柱部材

がある。この部材に中心軸圧縮荷重 250kN を作用させたところ，150×10-6の軸方向ひずみが生じた。

この場合の鉄筋とコンクリートの圧縮応力度を求めなさい。 



 

2026 年度法政大学大学院デザイン工学研究科入学試験（7 月） 解答用紙 

試 験 科 目      専  攻 参照 電卓 受 験 番 号 

建設材料学 

 

 

（ 2 枚目／ 2 枚中） 

デザイン工学研究科 

都市環境デザイン工学専攻 

 修士課程 

     総合２年コ－ス 

 

可 

・ 

不可 

 

可 

・ 

不可 

     

氏  名 

 

                             ※参照可の場合（                ） 

 

                         

【問題 1】 

 

(1)  曲げひび割れの発生 

  

(2)  無筋コンクリートの場合（無筋または鉄筋量がすくないと直ちに破壊） 

 

(3)  ひび割れ進展段階（曲げひび割れの長さ・幅・数の増加） 

  

(4) 脆性破壊（せん断破壊，曲げ圧縮破壊） 

  

(5) 最大荷重に達した段階（引張鉄筋の降伏） 

  

(6) 曲げ引張破壊 

 

  

 

【問題 2】 

    中心軸圧縮荷重を受ける鉄筋コンクリート部材は，軸方向鉄筋とコンクリートに生じる圧縮ひずみ

は等しい．この場合，軸方向鉄筋に発生する圧縮応力度
s は以下のようになる． 

      σs=εs×Es=150×10-6×200×103=30 (N/mm2) 

    ここで， s ：軸方向鉄筋の圧縮応力度 (N/mm2) 

        s ：軸方向鉄筋の圧縮ひずみ 

        sE ：軸方向鉄筋のヤング係数 (N/mm2) 

        したがって，鉄筋が負担する圧縮力 Nsは以下のようになる． 

           Ns=Asσs=2000×30=60 (kN) 

     ここで， sA ：軸方向鉄筋の断面積（mm2） 

          一方，コンクリートが負担する圧縮力は，以下の値となる． 

           Nc=N－Ns=250－60=190 (kN) 

     コンクリートの圧縮応力度を c (N/mm2)とすれば，Nc=Acσcとなる． 

      σc=Nc/Ac=190×103/30000=6.33 (N/mm2) 

     ここで， cA ：コンクリートの断面積 (mm2) 

 

 

出題意図：鉄筋コンクリート部材の材料力学に関する基礎的な知識を問う問題

出題意図：鉄筋コンクリート工学の破壊に至るまでの基礎的な知識を問う問題
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